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チャデモ協議会欧州事務局 | CHAdeMO EU

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご紹介にあずかりました欧州事務局の山辺です。
.チャデモのお仕事に参画させていただいたのが2013年の3月のことで、今年で10周年を迎えました。
節目の年に、4年ぶりに総会に対人参加させていただくこと、大変ありがたく存じます。






|Content 

 欧州のEV市場と充電器設置| EU EV market and EVSE installation
 欧州法制ニュース| EU legislation and CHAdeMO
 欧州州事務局のPR活動| 2022 EU PR activities

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は
- ヨーロッパのEV充電市場の状況
- 法律の状況
- 昨年度ののPR活動
について報告します。



欧州EV販売新車の5台に1台へ|European EVs close to 20 % of new car sale

出典：欧州委員会 「EU27か国＋英国EV充電市場の競争分析」

EU27+the UK passenger EV growth (total EVs and share of vehicle sales)
【EU+英国】EV累積販売台数と乗用車新車販売中のEV浸透率

EV総数
年間平均成長率
6年で11倍+

50％

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ヨーロッパのEV総数は、自動車販売が落ち込んだ昨年も成長を続け、2016年からの6年間、年間平均成長率50％で増加してきました。
新車販売台数に占めるEVの割合も、20％近くまで上昇し、欧州の新車販売のほぼ5台に1台がEVとなりました。
＝＝＝

（2015年には約200kmだった平均航続距離も、2020年には約350kmまで伸びました。）
イギリスでは全車種の4分の1にあたる80車種以上のEVモデルが買え、平均航続距離も500KM程度に上がっています。




中国製EV欧州市場で躍進 | Chinese EVs making great strides in Europe

出典：Transport & Environment ‘From boom to brake: is the e-mobility transition stalling? (Oct 2022)’

フランスは欧州産EVの購入促進政策発動へ
➡ EVへの買い替え時補助金支給要件にCO2の排出量考慮

France introducing policies to encourage purchase of ‘made in Europe’ EVs

..and more

欧州市場 中国製BEVシェア 欧州市場 中国メーカーBEVシェア

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ヨーロッパでも、中国産EVが躍進しています。2022年上半期には、欧州で売れたBEVの20％以上が中国産でした。半分がテスラですが、4台に1台、BEV市場の5％は中国メーカーでした。中国メーカーの小売価格は欧州OEMより4％から10％低く、欧州OEMが手ごろな価格のモデルを提供できなければ、ヨーロッパで中国OEMのシェア増加が加速すると指摘されています。

たとえば環境団体T＆Eでは、る中国OEMのBEVマーケットシェアは、2025年には18%に達する可能性があるとシミュレーションしています。

フランスのマクロン大統領は先月、欧州のEV産業を守る、として、新たな政策を発表しました。
電気自動車の補助金に自動車生産過程の二酸化炭素排出量を考慮することで、欧州産EVの購入促進をねらう仕組みで、他のEU諸国にもこうした措置を導入するよう呼びかけているということです。





充電器設置も行政主導で加速 |Government initiatives accelerates EVSE
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Europe: EU27+EFTA+UK
出典：EAFO (as of 2022) 2020 France data missing https://alternative-fuels-observatory.ec.europa.eu/

DC6万基
チャデモコネク
タは約3万

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
充電インフラの整備も進んでいます。22年末の総充電器数は前年比60％増，58万５千基を超え，このうちDC充電器は6万基程度です。チャデモコネクタの数は約3万ですので，欧州では既存の公共充電器の半分程度にチャデモコネクタがついている計算となります。

国別の充電器設置総数ではオランダ，フランス，ドイツ，イギリスの4か国に欧州の充電器の60％が集中しています。DC急速充電器に限ると，大きな旗のドイツ，フランス，イギリス，ノルウェーで60％，続くイタリア，スペイン，スウェーデン，オランダを加えた8か国に全体の80％以上が設置されていて，「西高東低」の州域内インフラ格差が続いています。 

https:///
https://alternative-fuels-observatory.ec.europa.eu/
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チャデモ欧州市場での成長鈍化 | CHAdeMO growth slows down

EU DC fast charging points
by connector type# of plug-

ins sold 
[‘000]

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
昨年末現在チャデモ充電器の数はヨーロッパでは約3万、CCSのコネクタ数は58,000だったので、チャデモはCCSのほぼ半分ですね。

右側、車の側をインレット別に見ますと、急速充電に対応していないAC普通充電のみの車が40％あります。これを除いた急速充電対応EV中のシェアを赤字で記しましたが、チャデモは12％で、急速充電に対応したEVの10台に1台がチャデモ車といイメージです。



欧州ニュース| EU key words

CO2排出量削減関連政策 ‘Fit for 55’ package work progresses

自動車CO2排出規制の厳格化
Vehicle CO2 emission standards

建物の省エネ化の強化
Energy performance of buildings

 Volvo-Daimler-Traton（VW子会社）
「Milence」設立
‘Milence’ a JV by Volvo-Daimler-Traton

 大型商用車向け充電器網
Installation and operation of charging 
stations for HDVs
 独・蘭・仏等に1,700基設置予定

A total of 1,700 units at existing CCS 
charging stations and new MCS  stations in 
8 countries by 2028
 当初はCCS→徐々にMCSに移行？

CCS initially adopted, gradually transitions 
to MCS

乗用車CO2排出規制、新規則へ
Zero CO2 emissions for new passenger cars 
 2035年CO2削減目標－100%
 E-fuelなど合成燃料の使用可能性を

2026年に再評価
Zero CO2 emission by 2035; potential use of 
synthetic fuels e.g. E-fuel, reassessed in 2026.

大型車CO2排出規制も見直し
EC proposes HDV CO2 emission standards 
 大型車新車のCO2排出目標値（2019年比）
o 2030年－45％
o 2035年－65％
o 2040年－90％

 路線バス2030年以降CO2排出－100%
All 2030 new city buses to be zero-emission

建物の駐車場にpre-cabling
Pre-cabling of parking in new and existing 
residential and non-residential buildings

電動バイクやEPAC用の充電設備
Pre-cabling required for ePTW & eBike

充電設備の設置ができる権利の
保障（Right to plug）

大型車用急速充電施設設置へ
CCS/MCS HDV charging network

出典：https://www.europarl.europa.eu/news/en/press-room/20221024IPR45734/deal-confirms-zero-emissions-target-for-new-cars-and-vans-in-2035
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_23_762

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは法律です。
EUの温室効果ガスの排出量削減関連の法案パッケージの審議が進んでいます。

乗用車のCO2排出規制では、2035年以降のガソリン車販売禁止が決定しました。
交渉の土壇場で注目された合成燃料の使用に関する詳細は、2026年以降に最評価します。

大型車のCO2排出規制の見直しについても、2月にら改正案が発表されました。
現行の規則の目標値を引き上げを提案し、（30％→45％）
都市部の路線バスは2030年以降すべてゼロエミッション車とする、という内容です。

（いったん右に行きます。）
ヨーロッパのトラックメーカー3社は、トラックや長距離バスなど大型車向けの充電ステーションの設置や運営をする合弁会社マイレンスを設立しました。
ドイツ、オランダ、フランスなどの高速道路や物流拠点に、5年間で1,700基の大型車向け充電ポイントを設置する計画で、当面はCCS規格（350kW）の充電器を入れ、徐々にMCSに移行していく予定だということです。

（真ん中に戻って）車だけではなく、建物の省エネに関する法律の見直しも進められています。
日本語で「建物のエネルギー性能指令」と呼ばれる法律がそれですが、EV充電関連では
一定規模以上の建物の駐車場にEV用充電器を設置することや、電動スクーターや、電動自転車用にも、将来充電器を設置するための電気配線系統の整備を義務付けること、などが検討されています。


https://www.europarl.europa.eu/news/en/press-room/20221024IPR45734/deal-confirms-zero-emissions-target-for-new-cars-and-vans-in-2035
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_23_762


AFIDからAFIRへ改定で合意| From AFID to AFIR
チャデモ関連事項

CHAdeMO related items

法案本文にチャデモ有害事項はなし
（技術規格は「二次法」送り）
No adverse items in the main text - tech 
requirements discussed in secondary act

前文「公共充電インフラは車の銘柄
を問わずEVユーザーが（---）差別
なくアクセスできるようにする」
“Regardless of the brand of their vehicle, end-
users should be able to access and use publicly 
accessible recharging stations in a (…) non-
discriminatory way”

付属書 「DC普通充電ポイントも
Combo2コネクタが最低要件」に
At least CCS is required for DC normal chargers

チャデモアクション
CHAdeMO’s reactions

充電器設置目標決定 Mandatory 
deployment targets for charging infra 
across EU 
 LDV乗用車：60km毎に計 400 kW

A total output of 400 kW every 60km

EV の普及台数も考慮
‘Number of EVs’ also considered
 HDV大型車：120km毎に計1400 kW

A total output of 1400 kW every 120km

随時（アドホック）支払義務化
Mandating ad hoc payment methods

• 50kW以上は支払い/タッチ決済カード
リーダーをつけ、レトロフィットすること
≥ 50kW: Credit card or devices with a 
contactless functionality & retrofit will be 
required by 2027

合意 ハイライト
Summary of agreed text

参考資料として年間報告書をご覧ください。More information available in the Annex of our FY2022 annual report. 

「普通DC充電にもCombo2」
要件でV2Gの例外扱いを要請
 私設建物向け法案がAFIR技術要件
参照するとチャデモV2Gに影響も
Private charger directive refers to AFIR 
technical specifications

 訴求ポイント
 V2Gではチャデモが先行

CHAdeMO is the only V2G standard with 
products
 V2G設置は私設中心で、公共充電
器とはユースケースが別
V2G are deployed in the private domain 
and serve different UC
 消費者の「自由に選択する権利」

Consumers right to freely choose

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そしてこちらは公共充電インフラについて定めた「代替燃料インフラ指令AFID」の改訂法、AFIRです。
今年3月に政治的合意が得られ、7月には正式承認、来年3月頃には発効する見込みです。

主な改訂ポイントとしては、
加盟国が設置すべき充電器の目標数の計算方法が決まりました。�活動報告書に詳しめの情報をつけておきましたが、例えば乗用車向けでは、主要幹線道路沿いにヨーロッパ中どこでも「60km毎に出力合計 400 kWの充電ステーション」が設置されることになります。
それから、EVが国境を越えて自由に行き来できるように、「事前の契約に基づかない随時支払い（アドホック）の方法」が義務付けられます。具体的には、出力50kW以上の充電器については、「支払いカードまたはタッチ決済カードリーダー」をつけなければならず、既存充電器のレトロフィットも必要になります。
チャデモに関連する事項では、
法律の本文には有害な事項はないのですが、二次法送りされた技術規格について、次のページでご説明します。
私共はチャデモEVのユーザの皆様が困らないように、マルチ充電器の重要性を訴求してきました。その結果、法律の精神論を表す「前文」のところに，「公共充電インフラは、車の銘柄を問わず，EVユーザーが使いやすく，差別なくアクセスできるようにすること」と明記される見通しになりました。今後もこれをよりどころにマルチ充電器の設置を呼びかけます。
一つ困ったことは、「DC普通充電器」にもCombo2プラグが最低要件になることです。出力が普通充電器のカテゴリに入るV2G充電器に対しても適用される恐れがあります。双方向充電器の例外扱いをお願いしているところです。



AFIR二次法 |AFIR secondary legislation

STF専門家サブグループ
STF Expert Groups (2021-2023)

欧州委員会 EC DG MOVE 
持続可能な交通フォーラム
STF (Sustainable Transport Forum)
 60メンバー（27加盟国・32の産業界等代表）

60 members (27 MS, 32 industry members)
 DGMOVEの政策や二次法策定をサポート

Assist DG MOVE prepare delegated acts under AFID

Sub-group on governance and standards 
for communication exchange

（通信規格とPKIガバナンスサブグループ）

Sub-group on a common data approach

Sub-group on best practices of authorities

Governance 
framework 
‘with 
particular 
focus on ISO 
15118-20 
and related 
PKI’

AFID/AFIR（法律フレームワーク）
Common technical specifications 共通技術要件
 欧州委員会→欧州標準化機構（ESO)ドラフト規格要請

The Commission can request ESO’s to create draft standards
 欧州委員会→ESOドラフト規格を委託立法により技術要件化

The Commission shall be empowered to adopt delegated acts  

CEN/CENELEC （欧州標準化団体）
SRAHG AFI2 
1.1. Supply connector and a socket outlet for recharging heavy-duty 
vehicles (DC charging)
5.1 Vehicle to grid communication interface (based on ISO 15118)
5.2 Management of EV charging & discharging infra (based on IEC 63110)
5.3 Info exchange for EV charging roaming service (based on IEC 63119)
5.4 Info exchange with DER (based on IEC 61850)

ISO/IEC （国際標準化団体）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
技術要件は「二次法送り」となった、と申しましたが、この法律には、技術要件については、欧州委員会が「委任法令」と呼ばれる二次法の仕組みを使って、欧州標準化団体に規格づくりを委託することで簡易な形でAFIRに追加していいですよ、という内容が入っています。法律の後ろの方に「これから決めていく技術要件」という何十もの規格リストが並んでいます。

AFIDやAFIRで欧州委員会の運輸総局（DGMOVE）の政策や二次法立法をサポートしているのが、持続可能な交通フォーラム（STF）という、加盟国と産業界の代表で作るプラットフォームです。

チャデモは、このSTFの下部組織である専門家サブグループのメンバーとして、通信規格や、セキュア通信の仕組みの在り方などについて、話し合いに参加してきました。
=====




ISO15118通信の要件化を答申へ | ISO15118 to be mandated
チャデモは評価に参加するも15118マンデー
ト答申を避けられず
EU chooses to ‘pick a winner’ despite objections

 通信規格評価分野
 EV-CP ISO 15118
 CP-CPO (back-end) IEC 63110
 CPO-EMSP/e-roaming platform IEC 63119
 CP-Energy system (grid integration) IEC 61850 63382 etc

プラグアンドチャージ等のEV充電関連サービス
のための欧州PKI*フレームワークの答申へ
EU PKI governance architecture to be proposed

 欧州PKIシステムの統治・運用提言
Define how the EU PKI ecosystem should be governed and operated in the 
EU; recommend concrete policy and technical actions
 ガバナンス・フレームワークとアーキテクチャのオプション整理
 望ましい姿の枠組みの提言
 必要な法律や市場規制の整理

 既存・進行中事業に基づき提言
 シングル・マルチルートCAモデル Single vs multi-root CA? 
 公的・私的機関の役割と規制 Regulated? Governance? Ownership? 

How to ensure interoperability?
 実施ロードマップ Implementation scheme / roadmap
 規格ギャップの特定 Standard gaps and AFIR legislation

 今後は更なる技術詳細やデータ関連の討議へ
More details to be discussed in H2/2023 

*(EV充電関連サービスのための)公開鍵基盤

新プロトコルSWGを中心にWi-Fiなど汎用性の高い技術を用いて
セキュア通信対応を加速
CHAdeMO HPC Protocol SWG to accelerate evaluation of 
versatile communication e.g. Wi-Fi / Ethernet

提言
 多くの産業界委員は15118の要件化に賛同

Industry members widely believe that EV-CP communication 
should be mandated in EU legislation with ISO 15118.
 その他の通信エリアはEN規格化には時期尚早

Other communication areas are premature to conclude

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
その結果、チャデモなど複数の団体の反対にも関わらず、ISO15118通信規格の要件化を推奨するという結論になりました。

この委員会では、ここに記した4つの分野の通信規格を評価した結果、「多くの委員が要件化に賛同」という表現で、ISO15118をAFIR二次立法を使って要件化すること、残りの3分野については標準化作業が進行中であるので時期尚早、と言う内容で、去年提言レポートを出しました。

チャデモとしては、この状況を見越して、新プロトコル小部会を中心に、Wi-Fiやイーサネットなど汎用性の高い技術を使った、ISO15118セキュア通信への対応を加速しています。
�年度の後半はプラグアンドチャージなどの課金認証サービスに関わる欧州PKIの在り方へと議論が移行し、オープンで公平な仕組みを作るための大枠をリポートにまとめ、明日、STFの総会に報告することになっています。

今後はさらに詳しい設計や、交換されるべきデータの詳細を話し合います。
=====
PKIデザイン
通信におけるガバナンスと標準化に関するサブグループ専門委員�An expert member of the sub-group on governance and standards for communication exchange
通信規格とPKIデザインに関する討議に参加�Discussions around comm standards, PKI governance and implementation scheme
ユーザー、EV、充電ステーション、EMSPを認証するための広い信頼ベースのプラットフォーム
データ転送を暗号化および認証することができ、プラットフォーム間のセキュリティを提供
通信回線のセキュリティ確保、契約ベースの充電（プラグ＆チャージ）、EMSP充電料金の通信、エネルギー計測データの交換、将来のアプリケーションやサービスの開発サポートに利用することができます。 



2022年度活動：会議・展示| 2022 events
 P2D （ミュンヘンMunich 2022/06)
 EVS35（オスロ Oslo 2022/06)
 Eurobike Academy（フランクフルト Frankfurt 2022/07)
 UK EV Symposium（ロンドン London 2022/09）
 eMobility Charging Infrastructure Europe 2022 (ベルリン Berlin 2022/09) 
 eMove（ベルリン Berlin 2022/10)
 OCA V2G Symposium（アーネム Arnhem 2023/03）

チャデモブース＠EVS35 チャデモブース＠eMOVE＠EUROBIKE ＠OCA

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に欧州事務局の昨年度のPR活動です。
し、マスクなしの対人イベントが主流に戻り、チャデモ欧州事務所でも、展示会への出展、スピーカー参加などを通じて、主にV2Gを中心にチャデモの欧州での存在感をアピールしました。

具体的にはご覧のような展示会や会議に参加しました。



2022年度活動：V2G Webinar
 3回開催
 平均100人聴講
 北米やイギリスからのV2G実証試験や

V2Gをめぐる欧州の法制度等のテーマ

 3 webinars with 100+ participants
 Demo projects from US and UK,

battery degradation, V2G regulatory 
policy issues etc.

 ビデオはこちらから
Missed a session? Videos archived for you here

https://www.chademo.com/about-us/what-we-do/webinar

スピーカーご希望の方、ぜひご連絡ください
If you wish to speak at a future 

CHAdeMO webinar, contact us at 
info@chademo.eu

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご好評をいただいているV2Gウェビナーシリーズは昨年も継続しました。
昨年は3回の開催で、ゲストスピーカーの皆様に、V2Gの実証事業からの学びや、V2Gや電力価格をめぐる法律制度等についてお話しいただきました。
イギリスからはバッテリ劣化に関する興味深いデータの報告もありましたので、万が一見逃された方は、こちらのリンクからご視聴ください。

（チャデモV2Gウェビナーでは随時スピーカーを募集しておりますので、ご興味のある方は欧州事務局までご連絡ください。）



ご清聴ありがとうございました
Thank you

For more information:
info@chademo.org (Tokyo)
info@chademo.eu (Paris)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
合わせて年間報告書をぜひご一読ください。
ご質問やご意見はどうぞお気軽に事務局にお寄せください。
こちらの二つのメールアドレスで東京事務所と欧州事務所に連絡がつきます。



mailto:info@chademo.org
mailto:info@chademo.eu
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